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 中学校第１学年 道徳科学習指導案 

日 時 平成 29 年９月 29 日(金) ２校時 

指導者 教育センター所員  福本 朝子 

 

１ 主題名 郷土を愛する心【Ｃ 郷土の伝統と文化の尊重，郷土を愛する態度】  

 

２ 教材名 「誕生」（池田 学 『The Pen』 青幻舎） 

      「明日世界が終わるとしても－ペン１本まだ見ぬ頂へ～画家・池田学～」（ＮＨＫ） 

 

３ 主題設定の理由 

○ねらいとする価値について            ○生徒の実態について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○教材について 

 

 

 

 

 

 

 

 

○指導について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郷土とは，自分が生まれ育った土地や地理的

環境のことである。日本においては，都市化や

過疎化が進み，郷土に対する愛着や郷土意識が

希薄になっている傾向がある。しかし，生徒に

とって，地域社会の一員としての自覚を持って

郷土を愛し，進んで郷土の発展に努めることは

大切なことと考える。また，地域社会は，家庭

や学校とともに，生徒にとって大切な生活の場

である。郷土から離れていても郷土を大切にし

ている先人の生き方に触れることで，郷土のよ

さに気付き，郷土に対する誇りや愛着を持つこ

とは大変意義深いことと考える。 

本学級の生徒は，小学校の段階では，地域の

行事に参加し，地域社会と関わりを持ちながら

生活してきている。事前調査では，65％の生徒

が「ふるさとの伝統や文化を大切にしたり，地

域の人と一緒にふるさとの行事に参加したりし

ている」と答えている。しかしながら，残り

35％の生徒は，「あまりできていない」と答え

ており，中には「あまり興味がない」と答えた

生徒もいる。自我の確立を意識する中学校の段

階において，郷土のよさを考え，郷土に対する

認識を深めるとともに，先人の生き方から，郷

土を愛する心について考えを深めさせたい。 

 本授業では，佐賀県多久市出身の画家，池田学さんの作品「誕生」と，その制作過程を追ったＮ

ＨＫのドキュメンタリー番組を教材としている。池田学さんは米国ウィスコンシン州マディソンの

チェゼン美術館で３年３カ月を掛けて「誕生」の制作に当たった。ＮＨＫのドキュメンタリー映像

では，池田さんが「誕生」の制作の合間に，趣味の釣りに行き，訪れた湖で故郷の多久の風景や自

然を語る場面がある。生徒に，佐賀出身の池田学さんの生き方から，郷土とは人間にとってどんな

存在なのか，考えさせる契機としたい。また，「誕生」を巡って池田さんは，自身初の大規模展覧

会を佐賀の地からスタートさせ，米国の美術館やカナダ人のコレクターから高額での購入の打診が

あったにもかかわらず，佐賀県からの購入の申し出を受けている。池田さんの生き方から学ぶこと

を通して，生徒に自分の佐賀愛について改めて考えさせることができる教材である。 

指導に当たっては，導入で佐賀に対する生徒のイメージを提示することで，授業前の郷土への思

いを確認する。展開前段では，まず「誕生」制作のドキュメンタリー映像を視聴させ，池田学さん

を支える郷土の存在に気付くようにする。「池田さんはどんな思いで，初の大規模個展を佐賀の美

術館からスタートさせたと思いますか」，「池田さんは『誕生』をどこに所有してほしいと思って

いるでしょうか」という発問を通して池田さんの佐賀への思いを感じさせた後，池田さんの佐賀愛

について考えさせるために，意見交流を設定し，考えを広げ，深めさせる。展開後段では，「池田

さんへのメッセージ」を書かせることで，池田さんの生き方から学んだことや自分の佐賀愛につい

て考えをまとめさせる。終末では，「心の種（級友の心に残った言葉をカードに記入したもの）」

を交換させ，最後に「池田さんへのメッセージ」（数名分）を学級に紹介することで，本時の学習

を振り返らせ，授業を閉じる。 
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４ ねらい 

池田学さんの生き方から，池田さんの佐賀愛を感じることで，自分にとっての佐賀愛を考え，

佐賀の発展のために自分が寄与しようとする実践意欲を育む。 

 

５ 指導の視点 

 ・生徒が多面的・多角的に考えたり，ねらいに沿って考えたりするような教材であったか。 

 ・その人物の生き方から人間としての生き方を考えさせる場面を設定できていたか。 

 ・提示の工夫，発問の仕方の工夫がしっかりと検討されていたか。 

 

６ 展開 

 学習活動 主な発問(○)と予想される反応(・) 指導上の留意点予想される生徒の変化（教師の願い） 

導 

 

入 

／ 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

 

 

 

１  佐賀のイ

メージを確

認する。 

 

２  「誕生」

制作のドキ

ュメンタリ

ー映像を見

る。 

 

 

 

 

３  池田さん

の佐賀愛に

ついて考え

る。 

 

○佐賀はどんなところですか。 

・自然が豊か     ・田舎 

・歴史がある 

 

○この作品を描いた人は誰でしょう

か。 

・池田学さん 

○どんな人なのか映像を見てみましょ

う。 

 

 

 

 

○池田さんはどのような思いで，初の

大規模個展を佐賀の美術館からスタ

ートさせたと思いますか。 

・地元の佐賀で開催したい。 

・家族や友達に見てほしい。 

・世話になった人に見てほしい。 

 

○池田さんは「誕生」をどこに所有し

てほしいと思っているでしょうか。 

・アメリカの美術館 

・絵画コレクター 

・佐賀 

 

 

 

○池田さんの 佐賀愛 はどのようなも

のでしょうか。 

・佐賀のよさを絵で世界の人に伝えた

い。 

・佐賀のおかげで成長したという感謝

の気持ちを佐賀の人に伝えたい。 

・郷土の佐賀に貢献したい。 

・佐賀の自然を守るために，絵にメッ

セージを込めて作成する。 

・次世代の人材育成に役立ちたい。 

・事前アンケートの結果を紹介

し，佐賀のイメージを膨らませ

る。 

 

・「誕生」ポスターを見せ，作品

から作者を想像させる。 

・ＮＨＫの「明日世界が終わると

しても－ペン１本まだ見ぬ頂へ

～画家・池田学～」(2016年12月

29日放送番組)の一部を視聴させ

る。その後，制作に３年を掛け

た大作であることを押さえる。 

 

・電子黒板に「心に残った池田学

さんの言葉①」を提示すること

で，生徒に池田さんの佐賀愛に

気付かせる。 

 

 

 

・電子黒板に「心に残った池田学

さんの言葉②」を提示し，もっ

と高い値段で買い取りを希望す

る所がありながら，佐賀県に所

蔵してもらうことを決めた池田

さんの佐賀愛に気付かせる。 

 

 

・佐賀愛には，生徒の発言の中か

ら言葉を選ぶ。 

・ワークシートを配付し，自分の

意見を書かせた後，グループで

意見交流をさせる。 

・自分の意見を黒板にウェビング

させ，全体交流でグルーピング

していく。 

・話合いを受け，自分の意見を再

考させる。 
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開 

 

 

 

 

 

 

 

 

／ 

 

終 

 

末 

 

 

 

 

 

 

４ 自分にとっ

ての佐賀愛を

考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 学習を振り

返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○あなたの 佐賀愛 を池田さんに伝え

ましょう。 

・これまで私は，何となく大人になっ

て，美容師になれればいいと思って

いました。でも今日の授業で，池田

さんは３年掛けて制作した絵を佐賀

に飾りたいと思われていることを知

りました。将来の私も，美容師とし

て，佐賀のために少しでも貢献でき

るようになりたいと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○今日の授業で心に残った友達の言葉

を書きましょう。 

・建築関係の仕事に就いて，佐賀のみ

んなが利用しやすい町を作りたいと

言っていたのが印象に残りました。 

 

○みんなのメッセージを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

・自分事として考えることができ

るように，総合的な学習の時間

で郷土について学んだことを想

起させる。 

・切実感を持って自分の佐賀愛に

ついて考えさせるために，「池

田さんへのメッセージ」を書く

という設定をする。 

・書く視点として次の流れで表現

させる。 

①これまでの自分のこと 

②池田さんの生き方から学んだ

こと 

③これからの自分がしたいこと 

 

 

 

 

・「心の種」に書いたことを互い

に紹介させる。 

 

 

 

 

・電子黒板に「池田さんへのメッ

セージ」（数名分）を投影し，

余韻を残す。 

  

 

佐賀のために自分なりに貢献

していきたいという意欲を感じ

始めている。 

 

郷土について，多面的・多角

的に捉え，自分なりに考え，思

いを表現しようとしている。 
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